








【環境事業部（集塵）】

特許第5105451号「ダイヤフラムバルブ」

【請求項�】集塵機のフィルタの外表面に付着したダストを払い落とす

ために設けられる圧力空気供給用のバルブに用いられる、ブリードホー

ルを形成したダイヤフラムにかかる背圧を抜くための排気弁を配設し、

該ダイヤフラムにかかる背圧を抜くことによって弁体を弁座から離間さ

せるようにしたダイヤフラムバルブであって、前記ダイヤフラムの変位

によって、弁体が弁座に着座しているときはブリードホールを閉鎖状態

にし、弁体が弁座から離間しているときはブリードホールを開放状態に

する、ブリードホール開閉手段を備え、かつ、前記排気弁に、ブリード

ホールを形成したダイヤフラムにかかる背圧を抜くことによって弁体を

弁座から離間させるようにするとともに、ダイヤフラムの変位によっ

て、弁体が弁座に着座しているときはブリードホールを閉鎖状態にし、

弁体が弁座から離間しているときはブリードホールを開放状態にする、

ブリードホール開閉手段を備えたダイヤフラムバルブを用いたことを特

徴とするダイヤフラムバルブ。

特許第5140048号「パルス式集塵装置」

【請求項�】区画壁により内部が含塵空気導入室と浄化空気室とに区画

された筐体と、前記区画壁のうち前記含塵空気導入室と前記浄化空気室

とを連通する複数の連通部のそれぞれに設けられ、前記含塵空気導入室

側から前記浄化空気室側に通流する含塵空気中に含まれる塵埃を捕集す

る複数のフィルタを有するフィルタ部と、前記浄化空気室側から前記

フィルタ部を介して前記含塵空気導入室側に圧縮空気を噴出させて、前

記フィルタ部に付着した塵埃を清掃する圧縮空気噴出部とを備え、前記

圧縮空気噴出部が、基端が圧縮空気源に接続されるとともに先端が閉塞

されたインジェクターチューブと、前記圧縮空気源から前記圧縮空気を

前記インジェクターチューブ内へ断続的に供給可能な開閉弁と、前記イ

ンジェクターチューブの長手方向に複数設けられ、前記インジェクター

チューブ内に供給された前記圧縮空気を前記複数のフィルタに各別に噴

出させる噴出孔とを備えたパルス式集塵装置であって、前記圧縮空気噴

出部の前記インジェクターチューブにおいて、前記開閉弁が設けられる

基端と前記複数の噴出孔のうち前記基端に最も近接する噴出孔が設けら

れる箇所との間である基端側領域に、前記開閉弁を介して前記インジェ

クターチューブ内に前記基端側から前記先端側に向けて供給された前記

圧縮空気の空気流により、外部空気を前記インジェクターチューブ内に

誘引可能な誘引部を備えたパルス式集塵装置。

特許第5234578号「水冷ダクト」

【請求項�】内筒と外筒とからなり、両筒間の間隙に、給水

口から排水口間に亘って、給水ヘッダから送出される冷却水

を周回しながら流通させる流路を形成する流水ガイドを配設

した水冷ダクトにおいて、流路内に系外に冷却水を分岐させ

る分岐口と、給水口とは別に給水ヘッダから冷却水の供給を

受ける補助給水口とを備えたことを特徴とする水冷ダクト。
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特許第5216692号「集塵装置」

【請求項�】区画壁により内部が含塵空気導入室と浄化空気室とに区画

された筐体と、前記区画壁に設けられ、前記筐体の内部に前記含塵空気

導入室側から前記浄化空気室側に通流する含塵空気中に含まれる塵埃を

捕集するフィルタ部と、前記浄化空気室側から前記フィルタ部を介して

前記含塵空気導入室側に高圧空気をパルス状に噴出させて、前記フィル

タ部に付着した塵埃を清掃する高圧空気噴出部と、前記高圧空気噴出部

の作動を制御する制御部とを備えた集塵装置であって、前記フィルタ部

が、支持体に袋状のバグが被せられたバグフィルタからなり、前記制御

部が、前記バグフィルタに前記含塵空気導入室側から前記浄化空気室側

に前記含塵空気を通流させて、前記バグフィルタに塵埃を捕集している

状態で、前記高圧空気噴出部を作動させて前記浄化空気室側から前記含

塵空気導入室側に高圧空気をパルス状に噴出させ、続いて、前記バグ

フィルタの内側と外側との圧力差が、前記塵埃を捕集している状態にお

ける圧力差に回復する前に前記高圧空気噴出部を再度作動させて、前記

浄化空気室側から前記含塵空気導入室側に前記高圧空気をパルス状に再

度噴出させる際、前記パルス状に噴出される高圧空気の噴出時間が、再度パルス状に噴出される高圧空気の噴出時間

よりも小さく設定されている集塵装置。

【環境事業部（空調・冷熱）】

特許第5006827号「温調装置」

【請求項�】冷媒の圧縮、凝縮、膨張、蒸発を行う冷凍サイクルによっ

てチャンバーから取り込んだ空気を冷却する冷却手段と、加熱する加熱

手段とを備え、温調後の空気を前記チャンバーに供給する温調装置で

あって、前記チャンバーの内部温度と温調目標値との偏差が規定値を超

える場合にエイジング制御を行い、前記偏差が規定値を超えない場合に

高精度温調制御を行う制御手段を備え、前記制御手段は、前記エイジン

グ制御において、前記チャンバー内の温度を計測するチャンバー温セン

サの計測値を基準にして設定値だけ前記温調目標値に近い値のエイジン

グ制御の目標値を設定して温調制御を行い、この温調制御の開始時点と

設定時間経過時点との前記チャンバー温センサの計測値から温度変化率

を求めると共に、この温度変化率が基準値未満である場合には、この温

度変化率を維持するように前記設定値に基づいて目標値が設定される標

準温調ステップを実行し、この温度変化率が基準値を超える場合には、

温度変化率が前記基準値未満となる目標値が新たに設定される補正温調

ステップを実行する温調装置。

特許第5102195号「温度調整装置」

【請求項�】温調対象流体を冷却させる冷却用熱

交換器と、その冷却用熱交換器にて冷却された温

調対象流体を加熱する加熱手段とを備え、前記加

熱手段を通過した温調対象流体を空調対象空間に

供給する温度調整装置であって、前記冷却用熱交

換器にて冷却された温調対象流体を、前記加熱手

段に供給する第�分岐温調対象流体と前記冷却用

熱交換器にて冷却された温調対象流体が有する熱

を利用する熱利用部に供給する第�分岐温調対象

流体とに分岐させる分岐手段と、前記熱利用部を

通過した前記第�分岐温調対象流体を前記加熱手

段に供給される前の前記第�分岐温調対象流体に

合流させる合流手段とが備えられている温度調整

装置。
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特許第5123867号「温度校正装置」

【請求項�】温調対象空間内の温度を計測する温度センサの計測温度を、

基準温度センサにより計測された基準温度にて補正する温度補正手段を

備えた温度校正装置であって、前記温度補正手段は、サンプリング時間

内に前記温度センサ及び前記基準温度センサにて温度計測処理を行い、

その温度計測処理における前記温度センサの計測温度を補正値にて補正

した補正温度と前記温度計測処理における前記基準温度センサの基準温

度との温度差を求め、その求めた温度差が許容範囲内であるか否かを判

別する判別処理を行い、前記温度差が前記許容範囲外であれば前記温度

差が前記許容範囲内となるまで前記温度計測処理及び前記判別処理を繰

り返し行う温度計測判別処理部を備え、前記温度計測判別処理部は、前

記許容範囲を第�許容範囲に設定し、前記補正値について、�回目の前

記判別処理では補正値をゼロとし、�回目以降の前記判別処理では前回

の判別処理における温度差を前回の判別処理における補正値に加算して

更新した更新後の補正値を用いる第�補正工程を行い、前記温度差が前

記第�許容範囲内になると、前記許容範囲を前記第�許容範囲よりも狭

い範囲に設定された第�許容範囲に設定し、前記補正値について、�回

目の前記判別処理では前記第�補正工程において前記温度差が前記第�許容範囲内となったときの補正値を用い、�

回目以降の前記判別処理では前回の判別処理における温度差を前回の判別処理における補正値に加算して更新した更

新後の補正値を用いる第�補正工程を行う構成であり、前記温度計測判別処理部が前記第�補正工程において前記温

度差が前記第�許容範囲内であると判別したときの補正値を、前記計測温度を前記基準温度にて補正するときの校正

用補正値として求める校正用補正値演算部を備えている温度校正装置。

特許第5129625号「空調装置」

【請求項�】冷媒が循環する循環経路と、蒸発した冷媒

を圧縮する圧縮機と、前記圧縮機にて圧縮された冷媒を

凝縮させる凝縮器と、前記凝縮器にて凝縮された後の冷

媒を膨張させる膨張弁と、前記膨張弁にて膨張された後

の冷媒中の凝縮冷媒を蒸発させると共に、吸込空気と前

記凝縮冷媒との熱交換により前記吸込空気を冷却する蒸

発器と、前記蒸発器において冷却された冷却空気を加熱

する加熱手段と、運転を制御する制御手段とを備え、前

記制御手段は、前記加熱手段から吹き出される吹出空気

の温度に応じて、前記圧縮機の運転状態が各別に規定さ

れた複数の圧縮機運転モードのうちの何れかの圧縮機運

転モードを選択し、選択した圧縮機運転モードで前記圧

縮機を作動させる通常運転制御を実施し、及び、前記吹

出空気の温度が設定吹出空気温度を含む温度範囲内にあるように前記加熱手段の作動を制御するように構成されてい

る空調装置であって、前記制御手段は、前記吹出空気の温度とは無関係に、前記複数の圧縮機運転モードのうちの一

つの圧縮機運転モードを特別な圧縮機運転モードとして選択し、選択した前記特別な圧縮機運転モードで前記圧縮機

を作動可能に構成されているとともに、前記制御手段は、前記通常運転制御において、設定期間内に前記圧縮機運転

モードが設定回数以上変更されたとき、前記設定期間内に選択されていた時間が最も長い圧縮機運転モードを前記特

別な圧縮機運転モードとして選択し、前記特別な圧縮機運転モードで前記圧縮機を作動させるように構成されている

空調装置。
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特許第5167174号「熱交換器及び温度調整装置」

【請求項�】温調対象流体を冷却用熱交換器にて冷却し、冷却された前

記温調対象流体を加熱用熱交換器にて加熱して空調対象空間に供給する

温度調整装置に用いられる熱交換器であって、前記冷却用熱交換器にて

冷却された前記温調対象流体の一部と第�加熱用流体とを熱交換させ当

該温調対象流体の一部を加熱する温調流体用加熱部と、前記冷却された

温調対象流体の他部と第�加熱用流体とを熱交換させ当該温調対象流体

の他部を加熱する加熱部と、前記加熱部の下流側において、前記加熱部

にて加熱された前記温調対象流体の他部と前記温調対象流体とは別の別

温調対象流体とを熱交換させ当該別温調対象流体を温調する温調部と、

を一体化して備えた前記加熱用熱交換器としての熱交換器。

【建材事業部】

特許第5016536号「戸当たり」

【請求項�】引戸の戸先の上部に配設した当接部材と、該当接部材が当

接する弾性体を備えた固定部材とからなる戸当たりにおいて、前記固定

部材を、対向する立設面と、該立設面を連結する底面とを備えて構成し、

前記立設面に開口部を形成し、前記開口部から突出する突出部と立設面

の内側に当接する当接部とを形成した弾性体を固定部材に配置したこと

を特徴とする戸当たり。

特許第5054619号「フリーストッパ解除装置」

【請求項�】引戸の開閉方向に配設したストッパ用

レールに、引戸に揺動自在に配設した弾性係止部材を

傾斜した状態で当接させることによって引戸を任意の

位置で停止させるようにするとともに、ストッパ用

レールに案内されて移動するキッカーの移動によって

弾性係止部材を揺動させて弾性係止部材とストッパ用

レールとの間に隙間を生じさせ、引戸の停止状態を解

除するようにしたフリーストッパ解除装置において、

キッカーの弾性係止部材との当接端に、引戸を全開状

態にしたときに当接端と弾性係止部材との間に隙間を

形成させる隙間形成部材を配設したことを特徴とする

フリーストッパ解除装置。
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特許第5192973号「フリーストッパ解除機構を備えた引戸装置」

【請求項�】引戸の開閉方向に配設したストッパ用

レールに、引戸に揺動自在に配設した弾性係止部材を

傾斜した状態で当接させることによって引戸を任意の

位置で停止させるようにするとともに、付勢手段の作

用によりストッパ用レールに案内されて移動するキッ

カーの移動によって弾性係止部材を揺動させて弾性係

止部材とストッパ用レールとの間に隙間を生じさせ、

引戸の停止状態を解除するようにしたフリーストッパ

解除機構を備えた引戸装置において、ストッパ用レー

ルは引戸枠部材に配設され、弾性係止部材は引戸の戸

先側に配設され、付勢手段は、引戸枠部材の戸先側に

取付けられ、キッカーは、引戸枠部材の戸尻側で係止

手段により係止され、付勢手段は、付勢手段とキッカーとを連結する連結部材を引き込むことで、係止手段により係

止されたキッカーに付勢力を常時作用させ、係止手段による係止が解除されると、キッカーをストッパ用レールに案

内された状態で戸尻側から戸先側に移動させて、弾性係止部材に突き当たり停止させ、弾性係止部材を揺動させるよ

うに構成され、付勢手段とキッカーとを連結する連結部材のキッカー側に弾性体を介在させたことを特徴とするフ

リーストッパ解除機構を備えた引戸装置。

【㈱モリヤマ】

特許第5027717号「�軸押出機」

【請求項�】一対のロータ軸を先端に向かうほど間隔が狭くなる状

態で回転自在に配置し、前記一対のロータ軸の夫々の先端側にスク

リュー羽根を取り付け、それらロータ軸間で一方の前記スクリュー

羽根のピッチ間に他方の前記スクリュー羽根が入り込むように構成

し、前記一対のロータ軸の夫々の基端側に前記ロータ軸を回転駆動

する駆動装置を取り付けた�軸押出機であって、前記一対のロータ

軸の夫々を回転駆動するときに、前記一対のロータ軸における所定

の位相差を許容しながら所定の位相差よりも大きい位相差を阻止す

るスクリュー羽根接触防止機構を設け、前記スクリュー羽根接触防

止機構を構成するに、一方の前記ロータ軸に複数の突出部を周方向

に同じ又はほぼ同じ間隔を隔てる状態で並べて第�接当部材を構成

し、他方の前記ロータ軸に複数の突出部を周方向に同じ又はほぼ同じ間隔を隔てる状態で並べて第�接当部材を構成

し、前記第�接当部材における突出部の軌跡と、前記第�接当部材における突出部の軌跡とが干渉するように構成し、

前記第�接当部材における突出部と、その突出部に周方向に対向する前記第�接当部材における突出部との間に、前

記一対のロータ軸における所定の位相差を許容しながら所定の位相差よりも大きい位相差を阻止する隙間を設けてあ

る�軸押出機。

特許第5102168号「シート成形装置のトラブル解消方法及びシート成形装置」

【請求項�】塑性変形可能材料を押し出す材料供給部と、塑

性変形可能材料をシート状に成形する上下一対のロールを設

けた材料圧延部を設け、前記材料供給部と前記材料圧延部と

の間に、前記材料供給部から押し出された塑性変形可能材料

を一時的に貯留して前記材料圧延部に受け渡す材料貯留部を

設けてあるシート成形装置において、予め前記一対のロール

を互いに近接離間自在に設けておいて、前記材料圧延部での

塑性変形可能材料の詰まり検出に基づいて、前記一対のロー

ル間の隙間をシートの成形予定厚よりも広げ、前記一対の

ロールの少なくとも一方を正回転方向に駆動回転させなが

ら、前記材料貯留部に貯留する塑性変形可能材料を前記一対

のロール間に押し込むシート成形装置のトラブル解消方法。
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特許第5102248号「シート成形装置」

【請求項�】塑性変形可能な材料を押し出し供給する材料

供給部と、前記材料供給部から供給される材料を一時的に

貯留する材料貯留部と、前記材料貯留部に貯留されている

材料に押圧部材を押圧方向に押圧する材料押圧部と、前記

材料貯留部に貯留されている材料を一対のロールにてシー

ト状に成形して払い出す材料圧延部と、前記押圧部材の押

圧方向における位置を検出する位置検出手段と、運転を制

御する制御部とが設けられ、前記制御部が、前記位置検出

手段にて検出される前記押圧部材の位置に基づいて、前記

押圧部材の位置が予め設定された位置になるように、前記

材料圧延部の出力に対する前記材料供給部の出力の比率で

ある払い出し出力対供給出力比率を設定範囲内で調整すべ

く前記材料供給部及び前記材料圧延部の作動を制御する通常処理を実行するように構成されたシート成形装置であっ

て、前記制御部は、前記位置検出手段にて検出される前記押圧部材の位置に基づいて、前記材料供給部による前記材

料貯留部への材料供給量が前記通常処理が実行されている定常状態よりも少ない状態を推定する推定手段と、前記推

定手段により、前記材料供給部による前記材料貯留部への材料供給量が前記定常状態よりも少ないと推定された場合

に、前記払い出し出力対供給出力比率を前記設定範囲よりも大きくする設定条件で前記材料供給部及び前記材料圧延

部の作動を制御する終期処理を実行する終期処理手段を備えているシート成形装置。

特許第5149777号「混練機及びこれを用いた混練方法」

【請求項�】内部に混練材料を収容する混練槽と、前記混練槽内の底部に並列に

配置され前記混練材料を混練する一対のロータとを備えた開放型の混練機であっ

て、前記一対のロータを互いに異なる回転速度で回転させる回転手段を備え、前

記混練槽の内壁面が、前記ロータの回転軌跡に沿った円弧形状の円弧部を有し、

前記混練槽の開口部を鉛直上方に向けて前記混練材料の混練を行う混練姿勢にお

いて、前記ロータの回転軸芯周りで当該回転軸芯を含む水平方向から前記円弧部

の上端部までの角度である円弧部角度について、前記一対のロータのうち回転速

度の速いロータが配置される側の円弧部角度に対して、回転速度の遅いロータが

配置される側の円弧部角度が大きくなるように形成された混練機。

特許第5180160号「多軸押出機」

【請求項�】受入口から内部に供給される材料を吐出口から押

し出すための複数の押し出し軸を回転自在に収納し且つそれら

複数の押し出し軸を出し入れするための開口部を備えたケーシ

ング本体と、前記複数の押し出し軸の支軸の一端を回転自在に

支持した状態で前記開口部を閉じる軸支持壁体とを備えたケー

シングが設けられ、前記軸支持壁体に形成された複数のボルト

挿通孔を通して前記押し出し軸の回転軸心に沿う方向で前記

ケーシング本体に螺合されて、前記軸支持壁体を前記ケーシン

グ本体に固定する複数の固定用ボルトが設けられた多軸押出機

であって、前記軸支持壁体が、前記複数の押し出し軸の支軸を

回転自在に支持する蓋部とその蓋部の外側に重ねられてその蓋

部の面方向に沿うスライド方向に沿って移動自在な押さえ部とを備えて構成され、前記蓋部に、前記複数のボルト挿

通孔として、前記固定用ボルトの頭部が通過可能な複数の内側ボルト挿通孔が設けられ、前記押さえ部に、前記複数

のボルト挿通孔として、前記固定用ボルトの軸部が挿通可能で且つ前記固定用ボルトの頭部よりも小径の小径部と前

記固定用ボルトの頭部が通過可能な大径部とを連通して備えた複数の長孔状の外側ボルト挿通孔が、夫々の長手方向

を前記スライド方向に沿わせた状態で設けられ、前記複数の固定用ボルトを緩めた状態で、前記押さえ部が、前記外

側ボルト挿通孔の前記小径部に前記固定用ボルトが挿通される状態の位置と前記大径部に前記固定用ボルトが挿通さ

れる状態の位置とにわたって前記スライド方向に沿って移動自在とされている多軸押出機。
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特許第5182808号「回転軸のシール機構」

【請求項�】被処理物を処理する内部空間と外部空間との間に設け

られるパッキンを備え、該パッキンの端面を回転軸のシール端面に

向かう軸方向に付勢機構によって付勢するようにするとともに、前

記パッキンに流体供給路を形成し、該流体供給路を介してパッキン

の端面に流体を供給する流体供給機構を備えた回転軸のシール機構

において、パッキンの端面に供給された流体の圧力を測定する圧力

測定機構及び／又はパッキンの端面に供給される流体の流量を測定

する流量測定機構を備え、前記圧力測定機構及び／又は流量測定機

構の測定値によって、パッキンのシール不良を検知するようにし、

かつ、前記圧力測定機構が圧力降下を検知したとき及び／又は前記

流量測定機構が流量の増大を検知したときに、パッキンの端面に前

記パッキンの端面に供給していた流体よりも高圧の流体を供給し、

噴出させる流体噴射機構を備えたことを特徴とする回転軸のシール

機構。

特許第5216643号「混練判定システム」

【請求項�】混練開始からの時間、及び、各時間における

負荷、被混練物温度を含む混練データを入力する混練デー

タ入力部と、正常な混練波形の基準として用いる基準混練

波形を設定する基準混練波形設定部と、前記混練データ入

力部から入力された混練データの混練波形である入力混練

波形と前記基準混練波形とを比較して、その乖離により前

記混練データに係る混練について混練状態を判定する混練

状態判定部とを備える混練判定システムであって、前記混

練状態判定部が、混練条件毎に混練工程を区分したステッ

プを単位として混練状態を判定する構成とされ、各ステッ

プの混練状態の判定において、前記入力混練波形において

混練に要した時間である入力混練時間の長さと前記基準混練波形において混練に要した時間である基準混練時間の長

さが異なる場合は、前記入力混練時間と前記基準混練時間とが同一の長さとなるように前記入力混練波形を変換する

混練波形変換部を備えることを特徴とする混練判定システム。

【㈱イズミフードマシナリ】

特許第4974160号「連続脱気脱泡装置」

【請求項�】回転円筒に連続的に液を注入し、液に遠心力をかけることにより脱泡

する連続脱気脱泡装置において、回転円筒の内側に液溜まりとなる少なくとも�本

の環状溝を形成するとともに、該回転円筒と共に回転する円盤を周縁部が環状溝に

没するように設け、環状溝の最上部に回転中心方向に向けて形成した側壁の長さを

最下部に回転中心方向に向けて形成した側壁の長さより大きくすることにより、前

記最上部の側壁を前記最下部の側壁より高い壁に形成し、前記最上部の側壁によっ

て囲まれた回転中心側に、円盤上に液を供給する液供給部を設けたことを特徴とす

る連続脱気脱泡装置。
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特許第4981760号「乳化分散装置」

【請求項�】ディスクバルブと、前記ディスクバルブに対向して設けられるシー

トとを備え、前記ディスクバルブと前記シートとの間に径方向に形成される乳

化処理路に、被処理流体を通過させて前記被処理流体を乳化する乳化分散装置

であって、前記シートに面する前記ディスクバルブの表面には、軸心周りにリ

ング状のバルブ側突起部が設けられ、前記ディスクバルブに面する前記シート

の表面には、前記バルブ側突起部に組み合うシート側溝部が設けられ、前記バ

ルブ側突起部は、その先端側が基端側よりも幅狭に形成され、その先端部が前

記乳化処理路に面する面状に構成されており、前記バルブ側突起部は、その先

端側ほど幅狭に形成され、前記シート側溝部は、その深さが深くなるほど幅狭

に形成され、前記バルブ側突起部は、前記ディスクバルブの径方向に並ぶ状態

で複数設けられ、前記複数のバルブ側突起部の夫々の先端部における前記乳化

処理路に面する面は、前記ディスクバルブの径方向で内径側のものほどその面

積が大きくなるように構成されている乳化分散装置。

特許第4990578号「茶殻分離液の製造方法」

【請求項�】20メッシュ通過画分を50〜100重量％含む微細茶葉、緑茶の新茶葉、

および高級玉露茶葉の中から選ばれる�種もしくは�種の茶葉を水とともに抽

出装置内に供給する工程と、抽出装置内でこれらの茶葉と水を混合して茶殻を

含む抽出液を製造する工程と、抽出装置内の抽出液を多数の孔を含む有孔板か

らなるスクリーンに通して抽出液中の茶殻を除去する工程と、スクリーンを

通った抽出液を受けタンクに供給する工程とを備え、有孔板は平板からなり、

孔の開孔率20〜50％で、かつ各孔の内径が1.5mm〜2.5mmとなっており、抽

出液は平板状の有孔板からなるスクリーン上に注がれてスクリーンを通ること

を特徴とする茶殻分離液の製造方法。

特許第4998947号「粉体供給装置」

【請求項�】粉体が投入される円筒状のホッパと、該ホッパ内に摺接して回転

可能に配設された円錐形状の回転ノーズと、該回転ノーズの底壁周縁部とホッ

パ内壁との間に形成された粉体の絞り通路と、該絞り通路と連通して回転ノー

ズの下方に形成された周方向の排出溝と、回転ノーズから該排出溝に延設され

た攪拌ブレードと、該攪拌ブレードの周回軌跡の直下に設けられ、攪拌ブレー

ドにより送られた粉体を排出溝から吸引して排出する下流側を広く形成したオ

リフィスからなる吸引ノズルとを備えたことを特徴とする粉体供給装置。

特許第5013428号「攪拌機」

【請求項�】攪拌槽に垂設した攪拌軸に、上部傾斜翼を、該上部傾斜翼の上方

が攪拌軸側に傾斜するように逆Ｖ字状に配設するとともに、該上部傾斜翼を、

循環流の上部を内斜め下方に巻き込むように回転方向の前面が攪拌軸を含む面

に対して内側に傾斜させて設け、該上部傾斜翼の下に、平板状のボトム翼を配

設したことを特徴とする攪拌機。
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特許第5033159号「気液分離液体サイクロン及び気液分離システム」

【請求項�】処理対象液である気液混合液を受け入れる液

入口と、前記気液混合液を遠心力により気液分離して、液

体分を主とする第一成分を送り出す第一出口と、気体分を

主とする第二成分を送り出す第二出口とを備えた気液分離

液体サイクロンであって、前記第一出口の下流側に接続さ

れる第一接続路に、当該第一接続路を遮断可能な第一弁

を、前記第二出口の下流側に接続される第二接続路に、当

該第二接続路を遮断可能な第二弁をそれぞれ設け、前記気

液混合液を気液分離する通常運転状態においては、前記第

一弁及び第二弁の両方を開状態に維持し、前記液入口から

洗浄液を受け入れる洗浄運転状態においては、前記第一弁

及び第二弁を交互に開状態とする弁制御手段を備えた気液

分離液体サイクロン。

特許第5054564号「溶媒除去方法及び溶媒除去装置」

【請求項�】有機溶媒を含む処理液を循環自在な循環系が

設けられ、前記循環系に組み込まれた脱気缶内を減圧環境

にした減圧環境下において前記処理液を蒸留することに

よって、前記処理液から前記有機溶媒を除去する溶媒除去

方法であって、蒸留の前処理工程として、前記処理液の品

質劣化を生じない80℃以下で且つ前記有機溶媒の沸騰しな

い温度範囲の減圧環境下において、前記循環系内の前記処

理液を循環させながら、前記脱気缶内に前記処理液を分散

させて、処理液中の溶存ガスを脱気する工程と、その後、

前記温度範囲の減圧環境下において、前記処理液を循環さ

せながら昇温し、前記脱気缶内に前記処理液を分散させ

て、処理液中の溶存ガスを脱気する工程とを含む脱気工程を実行し、その後、前記循環系内の前記処理液を循環させ

ながら、前記脱気工程よりも昇温し、前記脱気缶内に前記処理液を分散させて、前記処理液に対する蒸留によって前

記処理液から前記有機溶媒を除去する蒸留工程を実行する溶媒除去方法。

特許第5062696号「攪拌機」

【請求項�】攪拌槽の中心部に回転可能な攪拌軸を配設し、該攪拌

軸に攪拌翼を設けた攪拌機において、攪拌軸の下部に、攪拌槽の底

部を攪拌し、攪拌槽の側壁に沿う上昇流と攪拌槽の中心付近で下降

する下降流とからなる循環流を発生させるボトム翼を配設するとと

もに、攪拌軸のボトム翼の上方に、回転方向に角部を向けた角材に

より構成することにより循環流を剪断する腕翼を、該腕翼の先端側

が外周側に向かって斜め上方に延びるように配設したことを特徴と

する攪拌機。

特許第5062699号「粉体供給装置におけるミキシングノズル」

【請求項�】粉体供給管から供給される粉体を混合室において溶媒と混合し、該混

合した混合液を溶解装置に供給する粉体供給装置におけるミキシングノズルにおい

て、粉体供給管及び混合室の中心軸を、供給方向が下向きとなるように、水平面に

対して30〜60°傾斜させて配置し、粉体供給管の端部を粉体供給管よりも大径に形

成した円筒状の内周壁を備えた混合室に挿入して開口することにより、混合室の中

心部に粉体を供給するようにするとともに、接線方向から溶媒が供給される環状の

溶媒流路の内周側に形成した環状のスリットを介して、粉体供給管の外周壁と混合

室の内周壁の隙間から溶媒を中空円筒状の旋回流として混合室に供給して、混合室

において粉体と溶媒を混合し、該混合した混合液を溶解装置に供給するようにした

ことを特徴とする粉体供給装置におけるミキシングノズル。
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特許第5093818号「粉体定量供給装置及びその粉体定量供給装置を備えた粉体溶解装置」

【請求項�】粉体供給口及び粉体排出口を備えたケーシングと、複数の粉

体収容室を周方向に等間隔に備え、ケーシング内に回転可能に配設した計

量回転体と、計量回転体を回転駆動する駆動機構とからなる粉体定量供給

装置において、粉体供給口から計量回転体の粉体収容室に供給された粉体

が放出される前記ケーシング内の位置に、粉体排出口から作用する吸引力

によって、粉体供給口よりも低圧に維持される膨張室を形成し、計量回転

体の回転に伴って、各粉体収容室が、膨張室に開放される膨張室開放状態、

膨張室及び粉体供給口と連通しない第�密閉状態、粉体供給口に開放され

る粉体供給口開放状態、粉体供給口及び膨張室と連通しない第�密閉状態

の順で、その状態が繰り返して変化するように構成されてなり、かつ、前

記粉体収容室を計量回転体の外周面及び中心部において開口するように構

成し、計量回転体の外周面側の開口が第�密閉状態及び第�密閉状態にお

いて閉鎖されるようにケーシングを形成するとともに、計量回転体の中心

部側の開口が第�密閉状態、粉体供給口開放状態及び第�密閉状態におい

て閉鎖されるように計量回転体の中心部に開口閉鎖部材を偏在させてケー

シングに配設するとともに、少なくとも�つの粉体収容室が、該粉体収容

室を構成する計量回転体の外周面側の開口及び中心部側の開口が閉鎖され

ない膨張室開放状態のときに、該粉体収容室よりも第�密閉状態側に位置

する少なくとも�つの粉体収容室が、該粉体収容室を構成する計量回転体

の中心部側の開口のみが閉鎖されない膨張室開放状態となるように構成されてなることを特徴とする粉体定量供給装

置。

特許第5139890号「乳化分散装置」

【請求項�】プランジャーポンプ機構による圧縮により被処理流体を昇圧

し、ディスクバルブと当該ディスクバルブに対向して設けられるシートと

の間で径方向に形成される乳化処理路に、前記昇圧された被処理流体を通

過させて乳化分散する乳化分散装置であって、前記プランジャーポンプ機

構の駆動部が、クランクシャフトに連結された連結棒と、ピストンに設け

られたピストンピンとが軸受け部材を介して摺動可能に連結され、前記ク

ランクシャフトの回転により前記連結棒及びピストンが往復運動すること

で、当該ピストンの一端側に設けられたプランジャーがシリンダ内を往復

運動して、当該シリンダ内の吸入圧縮室で被処理流体を吸入又は圧縮し送

出する構成の駆動装置で構成され、前記軸受け部材が、銅を主成分とし、

ケイ化マンガンを含む金属材料を、少なくとも摺動面に備え、前記金属材

料におけるケイ素とマンガンとの質量比が、66：34〜53：47の範囲である

メタルブッシュで構成されてなる乳化分散装置。

特許第5170568号「粉体供給装置」

【請求項�】粉体が貯留されるホッパと、該ホッパの下部に設けられた粉

体排出機構と、該粉体排出機構を介してホッパに貯留されている粉体に対

して排出のための吸引力を付与する吸引機構とを備えた粉体供給装置にお

いて、ホッパを逆三角錐形状に形成し、該逆三角錐形状のホッパの最下端

に位置する頂点から当該頂点を通る�つの辺に沿ってスリット状の排出口

を形成するとともに、該排出口を形成した辺を含まない壁面を鉛直面に形

成したことを特徴とする粉体供給装置。
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特許第5201632号「溶解装置」

【請求項�】回転翼を回転させて、吸入部から溶質及び溶媒を一

次原料として導入室に吸入して、絞り流路を通過させ、回転翼に

よって攪拌して、吐出部から溶解液を吐出させるとともに、吐出

部から吐出された溶解液の一部を前記吸入部に循環させる循環流

路及び排出流路を有する一次溶解を行う第�の溶解ポンプと、回

転翼を回転させて、吸入部から前記第�の溶解ポンプの排出流路

から排出された溶解液を二次原料として導入室に吸入して、絞り

流路を通過させ、回転翼によって攪拌して、吐出部から溶解液を

吐出させるとともに、吐出部から吐出された溶解液の一部を前記

吸入部に循環させる循環流路及び排出流路を有する二次溶解を行

う第�の溶解ポンプとからなることを特徴とする溶解装置。

特許第5207285号「流動物の加熱装置」

【請求項�】流動物を流路内で連続的に移動させながら、流路の一部に設けた加熱部で加

熱する流動物の加熱装置において、加熱部の下流側で分岐するとともに加熱部の上流側に

合流する循環流路と、加熱部を通過した流動物の一部を該循環流路に取り込んで再循環さ

せる循環ポンプとを備えたことを特徴とする流動物の加熱装置。

特許第5224382号「溶解ポンプにおける分離装置」

【請求項�】溶解ポンプの吐出側に連なる導入パイプを円筒状容器の底面から内

部に突出して配設し、円筒状容器の上部に排出口を備えるとともに、下部に前記

溶解ポンプに連通する循環口を備え、導入パイプの吐出端に、導入パイプから吐

出される溶解液の流れを旋回させる捻り板を配設したことを特徴とする溶解ポン

プにおける分離装置。

【新日本ファスナー工業㈱】

特許第5190885号「ローレットピンの成形方法及びその装置」

【請求項�】軸状部材の周面にローレット部を形成するローレットピンの成形方法に

おいて、対となる転造ダイスの上面で一端部に軸径より大径の頭部を有する軸状部材

の頭部の下面を支持し、転造ダイスの対向する面に備えたローレット形成部によって

軸状部材の周面にローレット部を形成するとともに、転造ダイスの対向する面に備え

た、転造ダイスを相対的に移動させることによって漸次接近する刃部によって前記頭

部を切除するようにしたことを特徴とするローレットピンの成形方法。
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